
1

「ファスレーン３６５」と市民的抵抗
核兵器をなくすきっかけがイギリスに

広島，２００８年８月３－ ５日
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要約

昨年夏，イギリスの非核化を目指すキャンペーン「ファスレーン３６５」に日本チーム１２名を編成して参加

した．短時間ながら平和的に核兵器基地のゲートを封鎖した．現地での協力者も含め５名が逮捕されたが，メ

ディアの扱いは大きくかつ好意的で，イギリス，特にスコットランドの反核世論を支援するのに多少なりとも

貢献できたと思う．昨年春の反核スコットランド政府の成立によって，核兵器国の中ではイギリスが非核化に

最も近い位置にある．したがって，これは世界市民が力を集中するべき課題の一つである．また，日本でも市

民的抵抗（非暴力直接行動）の実践を広げていくことは，運動の前進にとって必要なことと思われる．

１．核をめぐる世界の状況

2007年 7月現在で世界には依然として 26,000発も
の核弾頭が配備または貯蔵されている[1]．国家だ
けでなくテロリストによる核の脅威も．

一方，次のような成果もあがっている．

１）世界に７つの非核地帯条約，うち４つが発効．

日本に関しては，北朝鮮，韓国，日本と対象

とした「東北アジア非核地帯構想」の提案[2]

２）「核兵器は一般的に違法」とした国際司法裁

判所の 1996 年の「勧告的意見」．

３）2000 年の核不拡散条約 (NPT) 再検討会議で核

大国に「核廃絶への明確な約束」をさせる．

２．反核運動の新しい流れ

イギリスの反核運動トライデント・プラウシェア

ズ(Trident Ploughshares，TPと略) は市民の手で

直接核廃絶を実行するという点でユニーク．1998

年 5 月の創設以来 [3] 目覚ましい成果

(1) 警察との間に信頼関係を築き，(2) 一見過激

な行動に幅広い市民の支持を集めることに成功，

(3)「第二のノーベル賞」と言われるライト・ライ

ブリフッド賞を受賞．

３．「市民による核廃絶」に対する裁判

1999 年 6 月 8 日午後 7時，TPのメンバーの女性３

人が，グラスゴーにほど近いゴイル湖（入り江）

の原潜関連施設を「非武器化」．1999 年 10月 21

日，無罪評決．判決から約半年後の 2000 年 3 月に

アンジーを日本に招き，「３月のメイタイム」と

称して北海道から沖縄まで全国縦断講演．（岩波

の「世界」2000 年 9 月号に講演内容．「支援する

会」ウェブサイトに転載[4]．）その後「法務総裁

の事件付託」と呼ばれる非常にまれな司法手続[6]．

４．活動の原則とスタイル，合法性の理論

非暴力，公開性，アカウンタビリティーを重視．

市民の安全を守るべき警察はむしろ率先して大量

破壊兵器を取り締まるべきだと考え，警察との関

係を重視する．

市民による法の執行：核戦争の準備は最大規模か

つ最悪の犯罪．国家自体が行っているので，国家

による取り締まりを期待することができない．

ニュルンベルグ裁判によって確立された個人責任

の原則[5]を拡張．つまり，違法な命令に従っては

ならないという義務は，市民がその違法な命令を

阻止するべく介入する権利および義務として拡張

されなければならないとする．

直接行動に否定的だった CND（日本の原水協，原水

禁に相当する最大規模の反核団体）もコミットし

ている．ファスレーン 365（後出）にも参加．

５．さまざまな非武器化活動

2001 年 2 月の「大封鎖」には千人以上が参加，逮捕者は

385 人．国会議員１名とカトリックの聖職者 15名が含ま

れる．スコットランド出身の俳優ショーン・コネリー

[7]や，女優エマ・トンプソンもメッセージを寄せた．

原潜の修理ドックがあるデヴォンポート (Devonport)，

核兵器工場のオルダーマストン(Aldermaston)，トライ

デント潜水艦が建造されるバロー(Barrow)の造船所など

も抗議行動，非武器化行動の対象に．

実際に核兵器システムに被害を与えた２例
+α
：

1999 年 2 月，バローに停泊していた英海軍のトライデン

ト原潜に二人の若い女性が泳ぎ着き，原潜のレーダー装

置を破壊．裁判は 2001 年 10月に不一致陪審となり実質

無罪に．

2000 年 11月 3 日，カトリック司祭と奉仕員の二人が，

ケンブリッジ州のウィッタリング空軍基地に駐車中の核

兵器輸送車４両をハンマーで壊す．１年間の「投獄」判

決．それに相当する期間すでに拘置されていたため，判

決後釈放．

核以外では，アメリカのイラク侵略に使われるのを防ぐ

ために，アイルランドの５人は 2003 年２月，アイルラ

ンド，シャノン空港で米機を損壊した． 2006 年 7 月に

無罪評決．（メンバーの一人が TP）




